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【平成20年年度・後期学期・ミクロ経済学II・演習問題3】

締め切り:11月25日

【問1】

完全競争市場に直面する企業に関し次の問いに答えなさい.

（1） 平均費用曲線（AC曲線）、限界費用曲線（MC曲線）を図示し、かつ図中に損益分岐点(BEP)を示しなさい。

（2） いま、市場で価格がBEPより高い水準で与えられたとする。このとき、当該企業が獲得できる利潤（超過利潤）を図中に斜線でしめしなさい。

（3） （２）のように、企業が利潤（超過利潤）を獲得できる場合、市場で次に何が起こり、価格はどのように変化するかを述べなさい。

（4） （３）で答えた過程により、超過利潤がゼロになる場合でも当該企業は正常利潤を獲得できるが､それはなぜか機会費用の概念を用いて説明しなさい。

【問２】次のように生産関数が与えられている場合について答えなさい。(但し、Yは生産量、Kは資本投入量、Lは労働投入量とする)



Y= F( K,L) = K+5
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(A) この生産関数が規模に関して収穫逓減、一定、もしくは逓増であるかどうか判定し、これを証明しなさい。（具体的な数値を使って説明しても構いません。）

(B) 経済学における短期・長期の違いを、この生産関数の文脈の中で説明しなさい。

(C) いま、K=15とあらかじめ与えられている場合、この生産関数をLのみの関数としてグラフに表しなさい。
(D) 労働についてのMPPL（限界生産物、限界生産高、もしくは限界生産力）を言葉で説明したのち、（C）で求めた生産関数について、L＝15　とL＝30の場合の生産高と限界生産高を求めなさい。

(E) 今、（C）の状況において、投入要素K,Lに掛かる費用関数※注2がTC(L) = 1.5+Lで表されるとしたとき、ただし、Yの価格は１とする。

(1) この費用関数のグラフを（C）で描いた図上に書き足しなさい。

企業の利潤がどのようにあらわされるか言葉で説明した後、（C）～(E)-（ア）の状況に対する利潤関数を数式で示しなさい。また、この利潤は上の図ではどのように表されるか(読み取れるか)説明しなさい。

※注2通常扱う総費用関数は生産物の産出量の関数でL(労働)の関数ではありません。
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